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－ １ －

点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
三
三
）

山
内

薫
（
墨
田
区
立
緑
図
書
館
）

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
に
つ
い
て
（
二
）

昨
年
の
十
一
月
二
十
九
日
に
は
同
じ
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国

立
録
音
点
字
図
書
館
館
長
の
イ
ン
ガ
ー
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
・
ヒ
ル
シ

ュ
フ
ェ
ル
ト
女
史
と
ア
メ
リ
カ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ザ
ブ

ラ
イ
ン
ド
＆
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
シ
ャ
ー
氏

の
二
人
が
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
読
み
に
障
害

の
あ
る
人
々
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
録
音
図
書
を
借
り
る
権
利
が
、
視
覚
障

害
者
の
他
に
知
的
障
害
者
、
失
語
症
者
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
、

聴
覚
障
害
者
、
回
復
期
の
患
者
、
行
動
障
害
者
な
ど
に
認
め
ら

れ
て
い
る
。
知
的
障
害
者
に
は
特
別
録
音
図
書
と
い
う
「
明
確

に
ゆ
っ
く
り
と
発
音
さ
れ
た
文
章
が
音
楽
や
効
果
音
、
人
々
の

声
、
風
景
描
写
、
語
句
の
説
明
等
と
一
緒
に
吹
き
込
ま
れ
た
」

資
料
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
「
特
別
録
音
図
書
は
印
刷
さ
れ
た

同
じ
本
が
手
元
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
製
作
さ
れ
て
お

り
、
録
音
者
は
挿
絵
を
参
照
す
る
指
示
を
出
し
た
り
ペ
ー
ジ
を

め
く
る
箇
所
を
指
示
す
る
。
」
ま
た
、
読
み
書
き
が
困
難
な
生

徒
達
の
読
書
訓
練
用
に
学
校
で
利
用
さ
れ
る
「
読
書
訓
練
用
録

音
図
書
」
も
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
原
本
図
書
と

一
緒
に
利
用
さ
れ
る
。
読
書
訓
練
用
録
音
図
書
は
、

通
常
の
ス
ピ
ー
ド
、
そ
れ
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て

特
別
ゆ
っ
く
り
と
三
種
類
の
ス
ピ
ー
ド
で
吹
き
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
利
用
者
は
テ
ー
プ
を
聴
く
の
と
同
時
に
文
章

を
追
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
読
書
に
慣
れ
親
し
む
よ
う
に
な
る

と
い
う
。
こ
の
読
書
訓
練
用
録
音
図
書
に
よ
る
読
書
訓
練
の
方

法
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ
れ
る
。

一
、
録
音
図
書
を
最
後
ま
で
、
ま
た
は
第
一
章
の
み
通
常
の
速

度
で
聞
く
。

二
、
普
通
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
、
ま
た
は
非
常
に
遅
い

速
度
で
聴
き
な
が
ら
本
の
文
章
を
目
で
追
っ
て
み
る
。

三
、
上
記
の
方
法
で
文
章
を
何
度
も
読
む
。

四
、
本
を
読
み
上
げ
て
自
分
の
テ
ー
プ
に
吹
き
込
む
。

五
、
教
師
と
生
徒
と
が
そ
の
吹
き
込
み
を
一
緒
に
聴
き
、
生
徒

が
読
み
間
違
え
た
個
所
を
見
な
お
し
、
理
解
で
き
て
い
な
い

言
葉
を
学
ぶ
。

六
、
同
じ
文
章
を
も
う
一
度
吹
き
込
ん
で
最
初
の
吹
き
込
み
と

比
較
し
、
進
歩
し
た
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

七
、
順
次
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。
生
徒
は
同
じ
文
章
を
何
度

も
吹
き
込
み
、
ま
た
教
師
の
前
で
読
み
上
げ
る
。

こ
の
方
法
は
教
師
と
生
徒
が
近
く
に
い
て
、
協
力
し
て
行
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
教
師
は
生
徒
が
録
音
図
書
を
聴
い
た



－ ２ －

字
図
書
館
す
べ
て
が
一
年
間
に
製
作
で
き
る
録
音
図
書
の
タ
イ

ト
ル
数
が
お
よ
そ
一
万
タ
イ
ト
ル
余
な
の
で
、
い
か
に
精
力
的
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
か
が
分
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
二
人
の
講
演
に
先
立
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ア
ミ
と
い
う

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
を

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使
っ
て
操
作
す
る
も
の

で
、
現
在
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ア
ミ
と
はA

d
a
p
t
i
v
e

M

u
l
t
i
m
e
d
i
a

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

S
y
s
t
e
m

の
頭
文
字
をＡ

Ｍ
Ｉ

Ｓ

を
フ
ラ
ン
ス
語
風
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ア
ミ
で
は
画
面
上

の
機
能
ア
イ
コ
ン
を
自
動
的
に
巡
回
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ

タ
ン
一
つ
で
目
次
を
選
ん
だ
り
、
音
量
を
調
節
し
た
り
、
文
字

の
大
き
さ
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
タ
ン
一
つ
の
操

作
と
い
う
こ
と
で
、
身
体
の
ど
こ
か
一
部
分
が
機
能
す
れ
ば
、
ど

ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も
自
分
で
本
を
読
む
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
そ
れ
は
、
瞬
き
で
あ
っ
て
も
呼
気
で
あ
っ
て
も
可
能
な
の

で
、
ま
っ
た
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
度
の
障
害
者

で
も
自
立
し
た
読
書
が
可
能
に
な
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
読
書
と
い
う
個
人
的
な
営
為
が
こ
う
し
て
様
々

な
障
害
を
越
え
て
自
立
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
本

当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

会
場
と
の
質
疑
で
、
最
近
発
表
さ
れ
た
「
通
常
学
級
に
在
籍

す
る
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
関
す
る

り
自
分
で
吹
き
込
む
時
に
十
分
な
時
間
を
与
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
先
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
女
も

こ
の
よ
う
な
訓
練
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
克
服
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
一
九
九
六
年
か
ら
は
録
音
さ
れ
た
教

科
書
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
（
以
上
は
会
場
で

の
講
演
と
い
う
よ
り
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
関
す
る
情
報
」
に
よ
る

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
i
n
f
.
n
e
.
j
p
/
d
o
c
/
d
a
i
s
y

参
照
）

一
方
自
身
が
視
覚
障
害
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

カ
ー
シ
ャ
ー
氏
は
、Ｒ

Ｆ
Ｂ
＆
Ｄ

（R
e
c
o
r
d
i
n
g

f
o
r

t
h
e

B
l
i
n
d
＆

D
y
s
l
e
x
i
c

）
の
シ
ニ
ア
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、

デ
イ
ジ
ー
の
開
発
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。Ｒ
Ｆ
Ｂ
＆
Ｄ

は
一
九

四
八
年
に
退
役
軍
人
に
録
音
図
書
を
供
給
す
る
目
的
で
設
立
さ

れ
た
非
営
利
団
体
で
、
一
九
五
一
年
に
法
人
化
さ
れ
、
も
と
も

と
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
教
材
な
ど
を
録
音
し
て
供
給
し
て
い

た
が
、
視
覚
障
害
者
以
外
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
利
用
が
増
え
た

た
め
に
、
一
九
九
五
年
に
名
称
の
中
にＤ

（D
y
s
l
e
x
i
c

）
を
加

え
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
昨
年
提
供
し
た
録
音
図
書
と
デ
イ
ジ

ー
図
書
は
二
四
万
三
千
タ
イ
ト
ル
に
の
ぼ
る
が
、
利
用
者
の
七

〇
％
が
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
あ
っ
た
と
い
う
。Ｒ

Ｆ
Ｂ
＆
Ｄ

は
全

米
に
三
十
二
の
ス
タ
ジ
オ
を
持
ち
、
五
三
〇
〇
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
お
り
、
昨
年
一
年
間
に
新
た
に
四
一
六
〇
タ
イ
ト
ル
、
時

間
に
し
て
お
よ
そ
四
〇
万
時
間
の
録
音
を
行
っ
た
。
日
本
の
点
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全
国
実
態
調
査
」
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
。
文
部
科
学
省
が
昨
年
の
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
行
っ
た
こ
の
調
査
は
、
全
国
五
地

域
の
公
立
小
学
校
（
一
年
か
ら
六
年
）
及
び

公
立
中
学
校
（
一
年
か
ら
三
年
）
三
七
〇
校
、
四
三
二
八
学

級
、
四
万
人
余
を
対
象
に
し
た
大
規
模
な
も
の
で
、
そ
の
結
果

「
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
も
の
の
、
学
習
面
や
行
動
面
で
著

し
い
困
難
を
持
っ
て
い
る
と
担
任
教
師
が
回
答
し
た
児
童
生
徒
の

割
合
は
六
．
三
％
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は

「
『
聞
く
』
『
話
す
』
『
読
む
』
『
書
く
』
『
計
算
す
る
』

『
推
論
す
る
』
に
著
し
い
困
難
を
示
す
」
（
学
習
障
害
－Ｌ

Ｄ

）
が
四
．
五
％
、
「
『
不
注
意
』
又
は
『
多
動
性
－
衝
動

性
』
の
問
題
を
著
し
く
示
す
」
（
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
－

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

）
が
二
．
五
％
、
「
『
対
人
関
係
や
こ
だ
わ
り
等
』

の
問
題
を
著
し
く
示
す
」
（
高
機
能
自
閉
症
）
が
〇
．
八
％
と

な
っ
て
い
て
、
性
別
で
は
、
男
が
八
．
九
％
、
女
が
三
．
七
％
と

倍
以
上
男
子
に
多
い
。
（
か
っ
こ
内
の
障
害
名
は
、
こ
の
調
査
の

判
断
基
準
と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
に
お
け
る
障
害
名
）
さ
ら
に
領
域
別
で
は
「
『
聞

く
』
又
は
『
話
す
』
に
著
し
い
困
難
を
示
す
」
が
一
．
一
％
、

「
『
読
む
』
又
は
『
書
く
』
に
著
し
い
困
難
を
示
す
」
が
二
．

五
％
、
「
『
計
算
す
る
』
又
は
『
推
論
す
る
』
に
著
し
い
困
難

を
示
す
」
が
、
二
．
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
調
査
対
象
が
全
対
象
の
二
．
五
％
で
あ
っ
た
の

で
、
全
国
の
小
中
学
校
の
普
通
学
級
に
一
〇
万
人
を
越
す
学
習

・
行
動
困
難
児
童
生
徒
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
は

身
体
障
害
児
の
総
数
（
平
成
十
三
年
）
八
万
一
九
〇
〇
人
を
上

回
る
。
（
ち
な
み
に
視
覚
障
害
児
の
数
は
四
八
〇
〇
人
）
読
む

こ
と
と
書
く
こ
と
に
限
定
し
て
も
四
万
人
以
上
と
な
り
、
大
変

な
数
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
連
載
の
十
八
回
と
二
十
三
回
（
『
う
か
』
二
十
一
号
、

二
十
六
号
）
で
取
り
あ
げ
た
『
本
が
死
ぬ
と
こ
ろ
暴
力
が
生
ま

れ
る
－
電
子
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
人
間
性
の
崩
壊
』
（
バ

リ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
著
、
杉
本
卓
訳
、
新
曜
社
、
一
九
九
八
）

に
記
述
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
「
今
日
ア
メ
リ
カ
の
読
み
書
き
の
レ

ベ
ル
は
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
（
中
略
）
若
者
の
九
〇
％
は

簡
単
な
文
章
で
あ
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
大

多
数
は
小
学
生
レ
ベ
ル
以
上
の
テ
キ
ス
ト
の
理
解
が
困
難
で
あ

る
」
と
い
う
状
況
が
日
本
で
も
確
実
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
調
査
か
ら
も
伺
え
る
。
同
調
査
の
参
考
資
料
に
は
「
公
立

学
校
の
生
徒
の
約
五
％
が
学
習
障
害
を
有
す
る
と
同
定
さ
れ
て

い
る
」
（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会Ｄ

Ｓ
Ｍ

－Ⅳ

一
九
九
四
）

学
習
障
害
は
「
六
～
十
七
歳
で
五
．
五
九
％
」
（
ア
メ
リ
カＩ

Ｄ
Ｅ
Ａ

第
二
二
回
議
会
報
告
書
、
教
育
省

二
〇
〇
〇
）
、
注

意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
（Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ

）
の
「
有
病
率
は
、
学
齢

期
の
子
供
で
三
～
五
％
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
」
（
ア
メ
リ
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カ
精
神
医
学
会Ｄ

Ｓ
Ｍ

－Ⅳ

一
九
九
四
）
な
ど
ア
メ
リ
カ
の

状
況
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
名
称
は
と
も
か
く
と
し
て
、

今
後
「
読
む
こ
と
」
の
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
数
は
日
本
の

社
会
で
も
急
激
に
増
加
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ

る
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
先
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
イ
ジ
ー

は
画
期
的
な
資
料
と
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
読

む
こ
と
の
困
難
を
克
服
し
て
、
読
む
こ
と
の
楽
し
み
を
享
受
で

き
る
人
が
増
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
出
版
も
図
書
館
も
衰
退
し

て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
し
、
文
化
と
い
う
も
の
も
危
機
に
直
面

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
さ
に
識
字
の
問
題
は
私
達
に

と
っ
て
焦
眉
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
中
間
ま
と
め
）
」

は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

東
洋
医
学
に
つ
い
て
（
八
）

小
池
上

惇

八

診
断
法

東
洋
医
学
の
診
断
法
を
四
診
法
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

望
診
・
聞
診
・
問
診
・
切
診
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。
各
診
察
法

を
現
代
医
学
と
比
較
す
る
と
、
望
診
は
視
診
、
聞
診
は
一
部
が

聴
診
、
問
診
は
問
診
、
切
診
は
触
診
に
当
た
り
ま
す
。

西
洋
医
学
の
診
断
は
、
病
気
の
原
因
を
調
べ
る
の
が
目
的

で
、
問
診
や
聴
診
・
打
診
・
触
診
な
ど
の
他
、
画
像
診
断
、
生

物
学
的
・
化
学
的
検
査
な
ど
、
種
々
の
方
法
を
用
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
東
洋
医
学
の
診
断
は
種
々
の
治
療
法
の
中
か
ら
ど

の
治
療
法
を
選
ぶ
の
か
を
決
定
す
る
目
的
で
行
わ
れ
、
主
と
し

て
施
術
者
自
ら
の
感
覚
や
患
者
に
対
す
る
質
問
に
よ
っ
て
情
報

を
得
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
西
洋
医
学
の
診
断
は
病
名

決
定
の
た
め
に
行
わ
れ
、
東
洋
医
学
の
診
断
は
、
証
決
定
の
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。
西
洋
医
学
で
は
、
原
因
は
分
か
っ
た
が
治
療

の
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
東
洋
医
学
で
は
、
証
に
基
づ

い
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
東
洋
医
学
が
、
随
証
療
法
と
い
わ
れ

る
の
も
、
診
断
即
治
療
と
い
わ
れ
る
の
も
こ
の
よ
う
に
診
断
と
治

療
が
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

（
一
）

望

診

視
覚
で
患
者
を
観
察
す
る
方
法
で
、
診
査
項
目
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ア

神

気

精
神
・
意
識
の
状
態
の
こ
と
で
、
そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
全
体

的
な
勢
い
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
神
気
を
失
っ
た
状
態
を
失
神
と

い
い
、
現
代
用
語
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ

五

色
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顔
面
や
肘
関
節
の
前
面
（
尺
部
）
で
五
臓
の
状
態
を
観
察
し

ま
す
。
色
つ
や
の
良
い
場
合
、
予
後
が
良
好
な
の
で
生
色
と
い

い
、
色
つ
や
が
悪
い
と
き
は
、
予
後
不
良
な
の
で
、
死
色
と
い
い

ま
す
。
各
臓
器
と
五
色
と
の
関
係
は
次
の
通
り
で
す
。
肝
は

青
、
心
は
赤
、
脾
は
黄
色
、
肺
は
白
、
腎
は
黒
で
す
。
同
じ
青

で
も
翡
翠
の
よ
う
に
色
つ
や
が
よ
い
の
は
予
後
良
で
生
色
と
な

り
、
草
の
絞
り
汁
の
よ
う
に
色
つ
や
の
悪
い
も
の
は
予
後
不
良

で
、
死
色
と
な
り
ま
す
。

ウ

五

官

五
臓
の
変
動
が
現
れ
る
感
覚
器
で
、
五
根
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
肝
は
目
、
心
は
舌
、
脾
は
口
、
肺
は
鼻
、
腎
は
耳
と
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
目
が
腫
れ
て
い
る
の

は
肝
の
変
動
、
唇
が
荒
れ
る
の
は
脾
の
変
動
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

エ

形

態

骨
は
腎
、
皮
膚
は
肺
の
状
態
を
表
し
、
肥
満
状
態
は
脾
に
関

係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
肥
満
は
実
証
、
羸
痩

（
る
い
そ
う
）
は
虚
証
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
肥
満
で

も
、
脂
肪
太
り
は
虚
証
に
属
し
ま
す
。

オ

舌

診

舌
の
色
や
舌
苔
な
ど
を
観
察
し
、
五
臓
の
状
態
を
調
べ
る
方

法
で
、
中
国
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
国
で
は
あ

ま
り
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

（
二
）

聞

診

患
者
の
声
を
聞
い
た
り
体
臭
な
ど
の
臭
い
を
観
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
陰
陽
・
虚
実
や
五
臓
の
状
態
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

一
般
に
、
声
に
艶
と
張
り
・
力
の
あ
る
も
の
は
陽
証
で
予
後

良
好
、
声
に
艶
が
な
く
、
張
り
・
力
の
な
い
も
の
は
陰
証
で
予

後
不
良
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア

五

声

患
者
の
口
調
、
発
声
な
ど
の
特
徴
か
ら
五
臓
の
状
態
を
判
定

し
ま
す
。
五
声
は
、
呼
、
言
、
歌
、
哭
、
呻
で
、
肝
の
変
動
で

は
呼
び
叫
ぶ
よ
う
な
話
し
方
を
し
、
脾
の
変
動
で
は
歌
う
よ
う

な
話
し
方
を
し
、
肺
の
変
動
で
は
哭
く
よ
う
な
話
し
方
を
し
ま

す
。
な
お
、
言
の
代
わ
り
に
笑
を
心
の
変
動
の
目
安
と
す
る
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。

イ

五

音

患
者
の
声
の
高
さ
、
発
音
の
特
徴
か
ら
五
臓
の
変
動
を
判
断

し
ま
す
。
発
音
の
特
徴
で
は
、
肝
は
タ
行
、
心
は
サ
行
、
脾
は

ア
行
と
ヤ
行
、
肺
は
カ
行
、
腎
は
マ
行
の
発
音
に
特
徴
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ

五

香

患
者
の
体
臭
、
口
臭
、
排
泄
物
臭
な
ど
の
臭
い
を
か
ぎ
五
臓

の
状
態
を
判
定
し
ま
す
。

エ

そ
の
他
の
音



－ ６ －

か
ら
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
、
一
つ
か
ら

か
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
寺
へ
帰
っ
て
和
尚
さ
ん
に
薬

を
渡
す
と
和
尚
さ
ん
は
早
速
「
転
失
気
は
な
ん
の
こ
と
だ
っ

た
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。
小
僧
さ
ん
は
、
「
転
失
気
は
杯
の
こ

と
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
和
尚
さ
ん
は
「
そ
う
だ
、
よ
く
覚

え
て
お
け
。
こ
れ
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
た
と
き
に
は
杯
を
も
っ

て
こ
い
と
い
う
代
わ
り
に
転
失
気
を
も
っ
て
こ
い
と
い
う
か

ら
」
と
い
い
ま
し
た
。
翌
日
、
医
者
が
来
て
和
尚
さ
ん
を
診
察

し
、
「
も
う
風
邪
の
方
は
治
っ
た
よ
う
で
す
」
と
い
っ
て
帰
ろ

う
と
し
ま
し
た
。
和
尚
さ
ん
は
、
昨
日
小
僧
さ
ん
か
ら
聞
い
た

転
失
気
（
杯
）
の
話
が
し
た
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
者
を
引
き
留
め
転
失
気
（
杯
）
を
見
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

医
者
は
び
っ
く
り
し
て
、
「
医
学
で
は
お
な
ら
の
こ
と
を
転
失

気
と
い
う
の
で
す
が
、
な
ぜ
お
寺
で
は
杯
の
こ
と
を
転
失
気
と

い
う
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
だ
ま
さ
れ

た
こ
と
を
知
っ
た
和
尚
さ
ん
で
す
が
さ
す
が
強
情
な
和
尚
さ
ん

「
あ
ま
り
（
お
酒
を
）
過
ご
す
と
檀
家
か
ら
ブ
ウ
ブ
ウ
が
で
ま

す
か
ら
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
落
語
の
「
転
失
気
」
の
あ
ら
す
じ
で
す
。

個
人
的
に
は
小
僧
さ
ん
が
こ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
少
し
気

に
な
り
ま
す
。
お
な
ら
は
嫌
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ
も
体
の
状
態

を
示
す
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

せ
き
（
咳
嗽
）
、
く
し
ゃ
み
（
噴
嚔
…
ふ
ん
て
い
）
、
し
ゃ

っ
く
り
（
吃
逆
…
き
つ
ぎ
ゃ
く
）
、
た
め
い
き
（
胎
息
）
、
う

わ
ご
と
（
譫
語
…
せ
ん
ご
）
、
あ
く
び
（
欠
伸
）
、
お
な
ら

（
転
失
気
…
て
ん
し
き
）
な
ど
も
聞
診
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
な
ら
に
つ
い
て
の
落
語
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
る
と
こ
ろ
に
、
強
情
な
和
尚
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
あ
る

時
、
少
し
風
邪
を
引
き
、
医
者
に
診
て
も
ら
い
ま
し
た
。
医

者
は
「
薬
を
飲
め
ば
す
ぐ
に
治
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
和
尚
さ

ん
転
失
気
は
あ
り
ま
す
か
」
と
言
い
ま
し
た
。
実
は
、
和
尚

さ
ん
は
転
失
気
が
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

時
は
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
者

は
、
「
そ
れ
な
ら
結
構
で
す
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
和
尚
は
転
失
気
の
事
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
小
僧
さ
ん
に
「
転
失
気
を
借
り
て

き
な
さ
い
」
と
命
令
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
を
探
し
て

も
転
失
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
困
っ
た
小
僧

さ
ん
は
、
医
者
に
薬
を
も
ら
い
に
行
く
つ

い
で
に
転
失
気
が
何
か
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。
医
者
は
「
転
失
気
は
お
な
ら
の
こ
と

だ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
小
僧
さ
ん

は
和
尚
さ
ん
も
本
当
は
転
失
気
が
何
か
分
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か
。
昔
の
人
は
、
お
な
ら
の
音
や
臭
い
に
よ
っ
て
体
調
を
判
断
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
前
で
は
遠
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、
あ
ま
り
我
慢
し
す
ぎ
る
と
再
び
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
、
肝

臓
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
我
慢
せ
ず
、
思
い
っ
き

り
出
し
ま
し
ょ
う
。

と
ん
だ
と
こ
ろ
で
脱
線
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
回
は
診
断

の
続
き
で
、
問
診
と
切
診
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

左
の
文
は
、
会
員
の
田
中
か
ほ
る
さ
ん
が
、
「
退
職
婦
人
教
職
員

全
国
連
絡
協
議
会
」
の
東
京
支
部
の
機
関
誌
に
投
稿
さ
れ
た
も
の
を
、

ご
提
供
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。
田
中
さ
ん
は
、
長
く
横
浜
市
内
の
小
学

校
で
教
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
退
職
後
本
会
を
お
知
り
に
な
っ
て
、
活

動
に
ご
参
加
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
定
期
的
に
は
新
聞
の
健

康
記
事
を
月
刊
に
ま
と
め
て
、
ま
た
不
定
期
な
入
力
・
校
正
、
そ
の

他
多
方
面
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

漢
点
字
の
こ
と
・
視
覚
障
害
者
へ
の
支
援

横
浜
市

田
中

か
ほ
る

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
は
希
望
が
も
て
る
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
退
職
し
て
四
年
目
（
退
婦
教
で
は

ヒ
ヨ
コ
？
だ
と
か
…
）
日
頃
何
一
つ
お
手
伝
い

を
せ
ぬ
名
ば
か
り
の
会
員
で
す
。
と
申
し
ま
す

の
も
「
退
職
後
は
、
目
一
杯
三
十
八
年
も
し

た
教
職
と
は
違
う
世
界
の
空
気
を
吸
い
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
し

た
た
め
で
、
只
今
は
「
羽
化
の
会
」
と
い
う
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
退
職
ま
で
眼
鏡
を
か
け
ず
に

い
ま
し
た
の
で
、
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
か
ね
が
ね
思

っ
て
は
い
た
の
で
す
。
が
、
こ
の
会
で
学
ぶ
ま
で
重
要
な
事
を
認

識
せ
ず
、
た
だ
点
字
を
…
と
考
え
て
い
た
の
で
し
た
。
と
う
に
ご

存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
話
を
さ
せ
て
下
さ
い
。

重
要
な
こ
と
と
言
う
の
は
、
「
点
字
は
一
字
一
音
の
か
な

（
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
も
な
い
！
で
は
外
来
語
の
判
別

は
？
）
で
、
漢
字
が
全
然
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
の
日

常
は
漢
字
だ
ら
け
な
の
で
す
が
、
普
通
は
殆
ど
漢
字
な
ど
意
識

し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
考
え
た
り
、
話
し
た
り
、
文
を
読
み
書

き
す
る
時
は
常
に
漢
字
の
力
を
借
り
て
い
ま
す
。
元
々
は
中
国

の
文
字
だ
っ
た
の
を
苦
労
し
て
日
本
語
に
使
い
、
今
で
は
血
と
な

り
肉
と
な
っ
て
い
る
の
で
そ
の
有
り
難
さ
を
感
じ
な
い
の
で
す

ね
。
当
然
同
音
異
義
語
が
多
い
（
中
国
の
音
を
表
し
た
文
字
で

す
し
、
和
語
と
は
違
い
母
音
だ
け
で
も
大
変
数
が
多
い
そ
う
で

…
）
の
で
、
知
ら
な
い
言
葉
に
出
会
っ
た
り
意
味
が
分
か
ら
な
か

っ
た
り
す
る
と
、
お
互
い
「
ど
ん
な
漢
字
？
」
と
聞
い
て
理
解
を
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深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
漢
字
を
、
私
達
は
自
分
自
身
長
年
か
か
っ
て
習
得
し
、

ま
た
子
ど
も
達
に
も
教
え
て
き
ま
し
た
。
漢
字
テ
ス
ト
を
た
び
た

び
行
い
、
漢
字
星
取
り
表
・
漢
字
マ
ラ
ソ
ン
？
…
な
ど
な
ど
双

方
と
も
苦
労
し
て
結
局
は
子
ど
も
達
に
覚
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
「
普
通
の
日
本
語
の
使
い
手
」
と
し
て

漢
字
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。
昨
年
暮
れ
、

新
聞
に
書
家
の
「
漢
字
は
日
本
人
の
大
切
な
カ
ル
シ
ウ
ム
。
漢

字
書
き
取
り
は
子
ど
も
達
に
必
要
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

い
ま
し
た
。
つ
ま
り
漢
字
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
日
本
語
と

い
う
言
語
の
骨
粗
鬆
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
好

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
…
。
も
し
、
漢
字
が
使
え
な
か
っ

た
ら
、
い
か
に
不
便
か
、
理
解
も
思
考
も
作
業
も
ど
ん
な
に
低

次
元
に
な
る
か
皆
様
も
す
ぐ
推
量
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
こ
で
で
す
。
視
覚
障
害
の
方
々
は
「
漢
字
を
知
ら

な
い
・
習
わ
な
い
」
の
で
す
！
だ
か
ら
「
漢
字
の
な
い
国
に
生
ま

れ
た
か
っ
た
」
と
思
う
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
が

ゼ
ロ
で
は
言
葉
の
骨
粗
鬆
症
に
な
る
の
は
当
然
で
す
。
大
変
な

苦
労
を
し
て
音
だ
け
で
判
断
し
て
い
る
の
で
す
も
の
。

で
は
漢
字
の
点
字
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

あ
っ
た
と
し
て

も
教
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
点
に
つ
い
て
も
私
が
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
漢
字
を
表
す
点
字
「
漢
点
字
」
が

も
う
三
十
数
年
前
に
発
案
さ
れ
て
い
ま
す
（
発
案
者
そ
の
他
は

紙
数
の
関
係
で
省
略
し
ま
す
）
。
実
は
前
述
し
た
「
羽
化
の

会
」
は
「
漢
点
字
羽
化
の
会
」
と
い
う
の
が
正
式
名
。
こ
の
会

は
パ
ソ
コ
ン
で
漢
点
字
を
入
力
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
ど

ん
ど
ん
漢
点
字
化
し
た
書
物
を
図
書
館
に
納
め
て
い
ま
す
。
そ
の

書
た
る
や
ビ
ッ
ク
リ
す
る
も
の
ば
か
り
、
文
学
作
品
を
始
め
、

昨
年
、
私
が
お
手
伝
い
し
た
も
の
の
一
部
に
は
、
「
唐
詩
選
」

や
漢
字
学
者
・
白
川
静
著
「
字
訓
・
字
通
・
字
統
」
の
前
書
き

（
旧
字
体
が
山
ほ
ど
出
て
く
る
字
書
の
前
書
き
で
そ
の
数
二
〇

〇
頁
）
で
、
私
な
ど
見
向
き
も
し
な
い
本
が
殆
ど
で
す
。
そ
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
は
仰
天
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
漢
点
字
が
あ
れ

ば
こ
そ
、
読
め
れ
ば
こ
そ
の
話
で
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
漢
点
字
を
、
現
在
盲
学
校
で
も
教
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

い
い
え
。
聾
学
校
の
手
話
と
同
じ
よ
う

に
、
全
く
教
え
て
い
な
い
の
で
す
。
理
由
は
様
々
の
よ
う
で
す
が

…
。今

か
ら
四
～
五
年
前
、
漢
点
字
の
会
の
方
々
が
全
国
協
議
会

を
作
り
「
盲
学
校
に
漢
点
字
の
導
入
を
図
る
要
請
・
小
学
校
一

年
生
か
ら
是
非
漢
点
字
の
教
育
を
！
」
と
い
う
署
名
を
何
万
人

分
か
集
め
当
時
の
文
部
省
他
に
出
し
た
は
ず
で
す
が
、
そ
の
後

何
の
変
化
も
な
い
よ
う
で
す
。
視
覚
障
害
者
の
横
の
つ
な
が
り
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
理
由
で
（
こ
の
こ
と
事
態
私
は
不
条
理
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
）
と
て
も
弱
く
作
り
に
く
い
の
が
現
状
と
か

…
。
今
や
私
達
が
や
き
も
き
し
て
も
結
局
は
行
政
に
動
い
て
も
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ら
う
し
か
な
い
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
運
動
の
き
っ
か
け
に
な
り
そ
う
な
事
柄

を
ご
存
知
な
い
か
、
ま
た
力
に
な
っ
て
頂
け
る
方
を
ご
紹
介
頂
け

な
い
か
、
さ
ら
に
は
せ
め
て
皆
様
に
以
上
の
よ
う
な
実
情
を
ご
理

解
頂
き
た
い
と
思
い
投
稿
致
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

点
字
の
読
み
づ
ら
さ
と

漢
点
字
の
触
読
に
つ
い
て
（
二
十
）

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

代
表

岡
田

健
嗣

［
前
々
回
・
前
回
と
、〈
六
点
漢
字
〉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

た
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
ま
す
と
、

 
七 

点
字
の
漢
字
に
は
二
つ
の
体
系
が
あ
る
？
（
承
前
）

ａ
．
従
来
の
カ
ナ
の
点
字
と
同
じ
く
、
一
マ
ス
が
六
つ
の
点
で
構
成

さ
れ
る
。

ｂ
．
通
常
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
符
号
は
、
三
つ
の
マ
ス
で
表
さ
れ

る
。

ｃ
．
点
字
符
号
の
構
成
は
、
漢
字
の
特
徴
を
、
日
本
語
の
読
み
で

あ
る『
音
』
と
『
訓
』
と
と
ら
え
て
、
前
置
符
号
に
続
い
て
音

と
訓
の
頭
の
音
の
カ
ナ
点
字
一
つ
ず
つ
を
並
べ
て
表
す
。

ｄ
．
そ
の
目
的
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
点
字
の
キ

ー
ボ
ー
ド
に
見
立
て
て
、
点
字
の
符
号
を
直
接
入
力
し
て
、

普
通
の
漢
字
を
出
力
す
る
こ
と
に
置
か
れ
る
。

ｅ
．
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
触
読
は
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
六

点
漢
字
の
ハ
ー
ド
・
コ
ピ
ー
や
電
子
デ
ー
タ
の
書
物
は
製
作

さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
何
故
に
漢
点
字
と
並
列
に「
二
つ
の
漢
字
の

点
字
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、
ま
た
そ
の
真
偽
も
含
め

て
、
今
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
］

点
字
の
漢
字
の
二
つ
の
体
系
（
続
き
）

②
漢
点
字
と
六
点
漢
字
「
二
つ
の
点
字
の
漢
字
」
？

《
こ
と
‐
ば
【
言
葉
・
詞
・
辞
】
／



－ １０ －

ⅰ

意
味
を
表
す
た
め
に
、
口
で
言
っ
た
り
字
に
書
い
た
り
す
る

も
の
。
語
。
言
語
。
竹
取
「
う
ち
泣
き
て
書
く
…
は
」
。
（
略
）

／
物

ⅱ

の
言
い
か
た
。
口
ぶ
り
。
語
気
。
浄
、
凱
陣
八
島
「
少
し
…

の
弱
り
た
る
折
を
見
て
」
。
（
略
）
／

ⅲ

言
語
に
よ
る
表
現
。
古
今
序
「
そ
の
心
あ
ま
り
て
…
足
ら

ず
」
。
（
略
）
／

ⅳ

言
葉
の
あ
や
。
事
実
以
上
に
誇
張
し
た
表
現
。
狂
、
箕
被
（
み

か
ず
き
）「
塵
を
結
ん
で
と
言
う
た
は
…
で
ご
ざ
る
」
／

ⅴ

文
芸
表
現
と
し
て
の
言
語
。
詩
歌
、
特
に
和
歌
な
ど
。「
…
の

道
」
／

ⅵ

謡
い
物
・
語
り
物
で
、
ふ
し
の
つ
か
な
い
部
分
。
ま
た
、
歌
集
な

ど
で
、
歌
以
外
の
散
文
の
部
分
。
／

ⅶ

物
語
な
ど
で
、
地
の
文
に
対
し
て
会
話
の
部
分
。
》

（
広
辞
苑

第
四
版
、
電
子
ブ
ッ
ク
版
、
岩
波
書
店
）

《
げ
ん
‐
ご
【
言
語
】
／
（
漢
音
・
ゲ
ン
ギ
ョ
）
／

ⅰ

音
声
ま
た
は
文
字
を
手
段
と
し
て
、
人
の
思
想
・
感
情
・
意
志

を
表
現
・
伝
達
し
、
ま
た
理
解
す
る
行
為
。
ま
た
、
そ
の
記
号

体
系
。
こ
と
ば
。
／
→
ご
ん
ご
。
／

ⅱ

〔
言
〕
（lan
g
u
e

フ
ラ
ン
ス
）
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
用
語
で
、
ラ
ン
グ
の
訳

語
。
》
（
同
右
）

《
も
‐
じ【
文
字
】
／

一

名
／

ⅰ

も
ん
じ
。
字
。「
…
を
覚
え
る
」
／

ⅱ

こ
と
ば
。
文
言
。
源
花
宴
「
聞
き
た
が
へ
た
る
…
か
な
」
／

ⅲ

字
の
音
（
お
ん
）
。
徒
然
草
「
想
夫
恋
（
そ
う
ぶ
れ
ん
）
と
い
ふ

楽
は
、
女
、
男
を
恋
ふ
る
故
の
名
に
は
あ
ら
ず
。
本
は
相
府

蓮
（
そ
う
ふ
れ
ん
）
、
…
の
か
よ
へ
る
な
り
」
／

ⅳ

仮
名
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
字
の
数
。
す
な
わ
ち
音
節
数
。
古
今

序
「
歌
の
…
も
定
ま
ら
ず
」
／

ⅴ

学
問
。
文
章
。
浮
世
床
初
「
…
の
方
へ
も
入
つ
て
見
ろ
」
／

（
略
）
／

二

接
尾
物
の
名
の
頭
字
の
下
に
つ
け
て
、
婉
曲

に
表
現
す
る
語
。
（
略
）
》
（
同
右
）

《
か
ん
‐
じ【
漢
字
】
／

古
代
中
国
に
発
生
し
た
文
字
。
現
在
中
国
・
日
本
・
朝
鮮
で
使

用
。
象
形
・
指
事
か
ら
発
達
し
た
表
意
文
字
で
、
表
音
的
に
も
用
い

る
。
紀
元
前
十
数
世
紀
の
殷
（
い
ん
）
の
時
代
に
す
で
に
用
い
ら
れ

た
。
篆
書
（
て
ん
し
よ
）
・
隷
書
・
楷
書
・
草
書
等
の
字
体
が
あ
り
、

現
代
中
国
で
は
多
く
の
簡
体
字
（
略
体
）
を
用
い
る
。
わ
が
国
で
は

一
般
に
、「
峠
」「
榊
」「
辻
」
等
の
、
い
わ
ゆ
る
国
字
を
含
め
て
漢
字

と
称
す
る
。
真
名
（
ま
な
）
。
》
（
同
右
）

『
広
辞
苑
』
か
ら
、
長
々
と
引
用
し
ま
し
た
。「
二
つ
の
点
字
の
漢

字
」
と
称
さ
れ
る
に
は
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。〈
漢
点
字
〉
と
〈
六
点
漢
字
〉
が
、
ど
う
し
て
融
合
し
た
り

和
解
し
た
り
歩
み
寄
っ
た
り
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
の

か
、
そ
の
辺
り
を
探
訪
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
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先
ず
、
幾
つ
か
の
基
本
的
な
概
念
を
得
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。【

言
葉
】【
言
語
】【
文
字
】【
漢
字
】
に
つ
い
て
、『
広
辞
苑
』
で
ど
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。【
言
葉
】【
言

語
】
で
は
、
も
の
の
表
現
・
伝
達
や
理
解
の
た
め
の
記
号
と
方
法
、
そ

の
中
に
、
音
声
に
よ
る
も
の
と
、
文
字
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。【
文

字
】【
漢
字
】
で
は
、
前
者
は
書
く
も
の
・
書
か
れ
る
も
の
、
読
む
も
の

・
読
ま
れ
る
も
の
で
、
言
語
の
一
分
野
。
後
者
は
、
古
代
中
国
に
始

ま
っ
た
文
字
の
一
つ
、
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
、
と
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
解
か
ら
、〈
漢
点
字
〉
と

〈
六
点
漢
字
〉
と
を
比
較
検
討
し
て
、
視
覚
障
害
者
の〈
文
字
〉
と
し

て
の
価
値
付
け
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
以
下
、〈
漢
点
字
〉
と
〈
六
点
漢
字
〉
を
対
照
し
ま
す
。
〕

創
案
者
の
コ
ン
セ
プ
ト

漢
点
字
：
元
大
阪
府
立
盲
学
校
で
教
え
て
お
ら
れ
た
故
川
上
泰

一
先
生
が
お
作
り
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
川
上
先
生
は
、
第
二
次
大

戦
後
同
校
に
赴
任
さ
れ
て
、
初
め
て
視
覚
障
害
者
の
文
字
で
あ
る

点
字
に
触
れ
ら
れ
て
、
日
本
語
の
表
記
に
欠
か
せ
な
い〈
漢
字
〉
が

存
在
し
な
い
こ
と
に
驚
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
あ
ま
り
を

か
け
て
、
視
覚
障
害
者
が
触
読
で
き
る
漢
字
の
点
字
〈
漢
点
字
〉
を

考
え
出
さ
れ
た
の
で
し
た
。
川
上
先
生
は
、
こ
の〈
漢
点
字
〉
を
お
考

え
に
な
る
と
き
、
世
界
で
初
め
て
六
つ
の
点
の〈
点
字
〉
を
提
出
し
た

ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
の「
読
み
得
る
触
読
文
字
」
と
い
う
構
想
を
、
こ
の

「
漢
字
体
系
の
点
字
」
に
も
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
お
考

え
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
思
考
実
験
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
現
在
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る〈
漢
点
字
〉
の
完
成
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。
そ
れ
を
世
に
問
わ
れ
た
の
は
、
一
九
六

九
年
の
こ
と
で
し
た
。

六
点
漢
字
：
創
案
者
は
、
元
筑
波
大
附
属
盲
学
校
の
教
諭
で
あ

っ
た
、
長
谷
川
貞
夫
氏
で
す
。
氏
は
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
最

も
困
難
な
、
当
時
は
不
可
能
だ
っ
た
、
独
力
で
普
通
の
文
字
を
書

け
な
い
も
の
か
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
と
き
初
期
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
、
そ
の
機
能
の
大
き
さ
と
将

来
へ
の
可
能
性
に
魅
了
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
氏
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
に
見
立

て
て
、
点
字
符
号
の
入
力
方
式
で
、
普
通
の
文
字
に
変
換
で
き
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が〈
六
点
漢
字
〉
の

始
ま
り
で
す
。

構

造

漢
点
字
：
川
上
先
生
は
、
点
字
で
あ
っ
て
も
漢
字
を
表
す
以
上
、

普
通
の
漢
字
の
持
つ
特
徴
を
、
可
能
な
限
り
生
か
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
形
・
音
・
義
」
と

「
六
書
」
で
す
。
平
た
く
言
え
ば
、
漢
字
は
幾
つ
か
の
パ
ー
ツ
に
よ
っ

て
で
き
て
い
る
組
み
立
て
文
字
で
あ
る
。
そ
の
パ
ー
ツ
を
〈
部
首
〉
と

呼
ん
で
い
る
。
し
か
も
そ
の
部
首
は
、
最
も
基
本
的
な
文
字
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試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
欧
米
の
そ
れ
と
は
逆
に
、

従
来
の
点
字
の
パ
タ
ー
ン
の
上
に
点
を
付
け
加
え
る
の
が
最
も
読

み
易
い
こ
と
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
八
点
式
と
は
、
縦
四
点
・
横
二
列

の
形
で
、
最
上

段
の
二
つ
の
点
は
、
そ
れ
が
漢
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
〈
漢
字
符

号
〉
と
呼
び
得
る
も
の
で
、
本
来
の
点
字
の
符
号
の
部
分
は
、
下
の

六
つ
の
点
で
す
の
で
、
従
来
の
カ
ナ
の
点
字
の
構
成
と
、
大
き
く
か

け
離
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
漢
字
と
カ
ナ
と
を
即

座
に
区
別
す
る
の
に
、
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
言
え
ま
す
。
通
常
使

用
す
る
文
字
は
、

の
よ
う
に
、
二
マ
ス
で
で
き
て
い
ま
す
の
で
、

触
読
の
指
の
動
き
に
も
、
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

六
点
漢
字
：
こ
れ
は
従
来
の
カ
ナ
の
点
字
と
同
様
に
、
六
つ
の
点

で
で
き
て
い
ま
す
。
通
常
使
用
す
る
文
字
は
、

の
形

で
、
三
マ
ス
で
で
き
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

入
力
用
符
号
で
す
の
で
、
触
読
文
字
と
し
て
の
考
慮
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
自
分
で
入
力
し
た
文
字
を
、
ピ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
確
認

す
る
な
ど
で
き
る
よ
う
で
す
が
、
読
書
用
と
は
考
え
ら
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

普
及
の
状
況
と
制
作
図
書

漢
点
字
：
川
上
先
生
は
、〈
漢
点
字
〉
の
発
表
と
同
時
に
、
漢
点

字
書
の
製
作
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。「
文
字
の
習
得
こ
そ
が
文
化
へ

の
参
入
の
基
本
」
で
あ
っ
て
、「
文
字
を
自
ら
の
も
の
に
す
る
に
は
、

で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
先
ず
こ
の
基
本
的
な
文
字
を
、
点
字
の
符
号

に
当
て
て
、
そ
れ
を
組
み
立
て
て
行
け
ば
、
点
字
の
符
号
で
漢
字
を

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
こ
で

先
生
は
、「
基
本
文
字
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
点
字
の
符
号
を
お
作

り
に
な
っ
て
、
漢
字
の
部
首
に
当
て
は
め
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
漢
字
の
構
造
を
そ
っ
く
り
反
映
し
た
「
点
字
の
漢
字
」
、〈
漢
点

字
〉
が
完
成
し
た
の
で
し
た
。

六
点
漢
字
：
長
谷
川
氏
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
キ
ー
ボ
ー
ド
か

ら
、
点
字
符
号
入
力
を
試
み
ま
し
た
が
、
カ
ナ
文
字
は
従
来
の
カ

ナ
の
点
字
符
号
を
応
用
す
れ
ば
解
決
し
ま
し
た
が
、
漢
字
に
は
、

そ
れ
に
当
た
る
点
字
の
符
号
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
氏
は
そ
れ

を
、
漢
字
の『
音
』
と
『
訓
』
の
頭
の
音
の
カ
ナ
点
字
の
符
号
を
並
べ

る
こ
と
で
解
決
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
カ
ナ
の
点
字
符
号
で

の
入
力
が
成
功
し
た
の
で
、
そ
れ
を
応
用
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
が

後
に〈
六
点
漢
字
〉
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
字
変

換
と
は
対
極
の
考
え
方
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る

漢
字
の
数
だ
け
点
字
の
符
号
を
用
意
し
て
、
一
対
一
の
変
換
に
よ

っ
て
文
字
を
出
力
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

点
字
の
符
号
の
構
成

漢
点
字
：
川
上
先
生
は
、
日
本
語
の
標
準
的
な
表
記
法
で
あ
る

漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
触
読
し
得
る
体
系
を
目
指
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
欧
米
で
使
用
し
始
め
て
い
た
八
点
式
の
点
字
を
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多
く
の
読
書
が
欠
か
せ
な
い
」
、「
そ
の
読
書
は
同
時
に
、
多
く
の
知

識
と
経
験
と
思
想
を
も
た
ら
す
」
。
こ
の
よ
う
な
お
考
え
か
ら
、
で

き
る
だ
け
多
方
面
の
書
物
を
、
漢
点
字
訳
な
さ
ろ
う
と
さ
れ
ま
し

た
。
今
日
、
漢
点
字
協
会
を
は
じ
め
本
会
を
含
め
て
、
各
地
で
点

字
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う

な
お
考
え
が
多
く
の
皆
様
の
支
持
を
得
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
漢
点
字
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
の

も
、
こ
の
よ
う
な
お
考
え
が
多
く
の
皆
様
の
支
持
を
得
て
い
る
か
ら

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
先
生
の
ご
尽
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
教
育
機
関
、
社

会
福
祉
機
関
で
は
、
未
だ
理
解
が
行
き
届
か
な
い
の
が
現
状
で
、

公
の
後
ろ
盾
の
な
い
識
字
運
動
の
例
に
漏
れ
ず
、
そ
の
普
及
は
遅

々
と
し
て
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。

六
点
漢
字
：
長
谷
川
氏
に
は
、「
漢
字
を
触
読
す
る
」
と
い
う
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
漢
字
は
書
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。
書
く
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
で
き
て
、
読
む
の
は
音
声
（
音
訳

者
に
よ
る
音
訳
、
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
音
声
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

に
よ
る
読
み
上
げ
）
で
充
分
と
い
う
も
の
で
す
。
従
っ
て
、〈
六
点
漢

字
〉
の
学
習
用
テ
キ
ス
ト
を
除
い
て
、
六
点
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
書

物
の
制
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し〈
六
点
漢
字
〉
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
音
声

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
普
及
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
筑
波
大
学
附
属
盲
学

校
関
係
者
を
中
心
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

創
案
者
の『
識
字
』
観

漢
点
字
：
川
上
先
生
は
、
我
が
国
で
視
覚
障
害
者
の
み
が
、
国

語
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、
文
字
文
化
に
浴
せ
な
い
現
状
を
不
幸
な

事
と
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
方
法
と
し
て
、
こ
の〈
漢
点

字
〉
を
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
文
字
は
、
公
教
育
に
よ
っ
て
、
初
等
教

育
の
課
程
か
ら
、
分
け
隔
て
な
く
学
習
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、

視
覚
障
害
者
の
識
字
も
、
触
読
用
の
漢
字
に
よ
る
教
育
な
し
に

は
達
成
で
き
な
い
と
、
先
生
は
説
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私

た
ち
成
人
に
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
読
書
に
努
め
る
よ
う
繰

り
返
し
お
勧
め
で
し
た
。

六
点
漢
字
：
長
谷
川
氏
は
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
不
可
能
事

で
あ
っ
た
文
字
を
「
書
く
」
方
法
さ
え
確
立
で
き
れ
ば
、
後
は
個
人

の
努
力
で
充
分
と
お
考
え
で
す
。
し
か
も
〈
六
点
漢
字
〉
の
教
育

も
、
公
教
育
の
課
程
で
行
う
必
要
は
な
い
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。「
視
覚
障
害
者
の
文
字
は
、
カ
ナ
の
点
字
で
充
分
、
教
育
の
課

程
で
一
般
の
初
等
教
育
並
の
漢
字
教
育
を
行
う
の
は
、
児
童
・
生

徒
の
学
習
負
担
に
な
っ
て
、
他
の
学
科
の
学
習
の
遅
れ
に
繋
が
る
だ

け
だ
。
漢
字
は
、
力
が
あ
り
、
余
裕
の
あ
る
者
が
、
独
力
で
学
習
し

て
も
、
一
年
も
あ
れ
ば
習
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
教
育
の
現

場
で
行
う
必
要
は
な
い
。
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
視
覚
障
害
者
に
は
漢

字
が
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
も
さ
ほ
ど
の
不
都
合
は
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
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か
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

③
「
二
つ
の
点
字
の
漢
字
」<

ま
と
め>

以
上
、
川
上
先
生
の
お
考
え
は
、
私
自
身
が
漢
点
字
を
学
ん

で
、
生
前
の
先
生
か
ら
伺
っ
た
こ
と
を
、
私
の
言
葉
で
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
長
谷
川
氏
の
お
考
え
に
つ
い
て
は
、
氏
ご
自
身
の
発
言

と
、
二
〇
〇
〇
年
の
七
月
に
、
漢
点
字
を
教
育
課
程
で
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
お
願
い
を
持
っ
て
、
筑
波
大
学
附
属
盲
学

校
を
お
訪
ね
し
た
折
り
に
、
同
校
の
先
生
か
ら
お
伺
い
し
た
も
の

を
ま
と
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
改
め
て
言
う
必
要
も
な
い
ほ
ど
に
、
川
上
先
生

の
お
考
え
は
、
誠
に
良
識
的
な
も
の
で
、
こ
の
良
識
に
添
っ
た
活
動

が
、
今
日
私
た
ち
漢
点
字
使
用
者
の
心
に
共
鳴
し
深
く
根
ざ
し
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
、
私
た
ち
は
当
時
の
文
部
省
を
お
訪
ね
し

て
、「
視
覚
障
害
者
に
漢
字
教
育
を
」
と
い
う
陳
情
を
行
い
ま
し

た
。
大
臣
を
は
じ
め
直
接
の
行
政
官
を
含
め
て
何
人
も
の
方
に
お

目
に
か
か
っ
て
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、「
二
つ
の
点
字
の
漢
字
」
の

存
在
を
ご
存
じ
で
、「
互
い
の
話
し
合
い
は
な
い
の
か
、
二
つ
の
体
系

が
あ
る
の
で
は
、
ど
ち
ら
と
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
先
ず
、
当

事
者
の
話
し
合
い
か
ら
始
め
て
欲
し
い
。
」
と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

私
は
そ
れ
以
前
に
二
度
ほ
ど
、
点
字
毎
日
の
読
者
欄
に
漢
点
字

の
普
及
を
訴
え
る
旨
の
投
稿
を
し
た
折
り
、
漢
点
字
使
用
者
と
六

点
漢
字
使
用
者
と
の
話
し
合
い
が
必
要
な
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
が
、
残
念
な
が
ら
何
処
か
ら
も
お
応
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
そ
の
よ
う
な
機
会
を
得
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
こ
こ
に
も
う
一
度
、〈
漢
点
字
〉
並
び
に〈
六
点
漢
字
〉
両

者
の
話
し
合
い
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
が
実
現
で
き
る
と
し
て
、
予
備
的
に
、
左
の
二
つ
の
要
点
を
共

通
の
課
題
と
し
て
、
共
通
の
基
盤
に
立
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

Ａ
．
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
の〈
識
字
〉
と
は
？

Ｂ
．
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
見
た
視
覚
障
害
者
教

育
の
現
状
と
展
望
。

［
次
回
は
、〈
漢
点
字
〉
へ
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
、
質
問
に
お
答
え
し

ま
す
。
］
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ご
報
告
と
ご
案
内

新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
一
月
十
九
日
（
日
）
、Ｐ

Ｍ
１
３
：
０
０

か
ら
、
例
年
の
通
り
、
横
浜
駅
西
口
の
、
ホ
テ
ル
・
リ
ッ

チ
で
、
本
会
の
新
年
会
を
行
い
ま
し
た
。
二
十
九
名
の
方

が
、
ご
参
集
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
視
覚
障
害
者

は
、
四
名
で
し
た
。

本
会
の
活
動
の
充
実
と
、

よ
り
広
い
漢
点
字
の
普
及
、

と
り
わ
け
【
視
覚
障
害
者
の

識
字
】
の
観
点
か
ら
の
社
会

の
認
知
を
祈
念
し
て
、
和
や

か
に
、
ま
た
賑
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

東
京
都
か
ら
お
出
で
い
た

だ
き
ま
し
た
、
利
用
者
の
田

中
秀
臣
さ
ま
の
音
頭
で
乾
杯

を
行
い
、
出
席
者
全
員
の
自

き己
紹
介
、
歓
談
、
く
じ
引
き

な
ど
を
交
え
て
、
二
時
間
を

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ご
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

市
会
議
員
の
大
滝
正
夫
先

生
も
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、

激
励
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

今
年
は
、
横
浜
市
の
ご
後

援
を
い
た
だ
く
予
定
も
あ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
を

引
き
締
め
て
活
動
し
な
け
れ

ば
な
い
こ
と
を
実
感
し

た
次
第
で
す

来
年
も
日
程
を
立
て

て
お
り
ま
す
。
二
〇
〇

四

年

一

月

十

八

日

（
日
）
、
会
員
外
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。
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東
京
都
図
書
館
職
員
研
修
会
に

招
か
れ
て
、
お
話
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
二
月
四
日
（
火
）
、
東
京
都
の
図
書
館
員

の
研
修
会
が
催
さ
れ
て
、
岡
田
と
木
下
が
赴
い
て
、
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
左
の
通
り
で
す
。

＊
識
字
に
つ
い
て
。

＊
日
本
語
と
漢
字
に
つ
い
て

＊
点
字
の
考
案
→
ル
イ

・
ブ
ラ
イ
ユ
の
点

字
、
遅
々
と
し
て
進

ま
な
か
っ
た
普
及
と

そ
の
理
由
。

＊
日
本
語
点
字
→
カ
ナ

だ
け
の
点
字
の
成
立

と
捨
て
去
ら
れ
た
漢

字
。

＊
漢
点
字
の
誕
生
→
川

上
泰
一
先
生
。
読
み

易
い
、
触
読

文
字
と
し
て

の
〈
漢
点

字
〉
。

＊
漢
点
字
の
普

及
の
現
状
→

公
教
育
に
よ

る
視
覚
障
害

者
（
児
）
へ

の
漢
字
教
育

は
、
考
慮
の

外
で
あ
る
。

＊
漢
点
字
の
紹

介
→
第
一
基

本
文
字
と
部

首
の
組
み
立

て
。

漢
点
字
符
号
の
構
成
。

＊
本
会
の
活
動
の
あ
ら
ま
し
→
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
テ
キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
変
換
・
編
集
・

印
刷
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、E

I
B
R
K
W

の
実
践
。

＊
今
、
図
書
館
へ
望
む
こ
と
。
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以
上
、
一
三
〇
名
を
超
え
る
方
々
に
お
聞
き
い
た
だ
き

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
話
で
し
た
の
で
、
関
心
を
持
ち
続
け

て
い
た
だ
け
ま
す
か
、
や
や
心
許
な
い
も
の
を
感
じ
は
し

ま
し
た
が
、
お
聞
き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
は
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
四
名
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
お
聞
き
し
て
い
た
視
覚
障
害
者
の
職
員
の
方
は
、

一
名
も
お
越
し
に
な
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
果
た
せ

な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
視
覚
障
害
者

へ
の
読
書
の
サ
ー
ビ
ス
を
業
務
と
さ
れ
て
い
る
、
し
か
も

ご
自
身
も
視
覚
障
害
者
で
あ
る
職
員
の
方
と
、
視
覚
障
害

者
の
〈
識
字
〉
に
つ
い
て
、
意
見
の
交
換
を
し
た
い
も
の

と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
よ
う
な
機
会
を
得

る
こ
と
を
、
希
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
三
つ

ａ
．
漢
字
変
換
用F
E
P

、A
T
O
K
1
5

の
ユ
ー
ザ
ー
辞
書
に
、

漢
点
字
符
号
直
接
入
力
（
符
号
を
カ
ナ
読
み
し

て
、
ロ
ー
マ
字
入
力
す
る
方
法
）
を
登
録
し
ま
し

た
。

ま
た
同
様
に
、
例
の
よ
う
に
、
漢
点
字
を
含
む
点

字
の
パ
タ
ー
ン
を
、
ユ
ー
ザ
ー
辞
書
に
登
録
し
ま

し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
辞
書
そ
の
も
の
あ
る
い
は
そ
の

デ
ー
タ
を
、
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
点
字
の
パ
タ
ー
ン
を
画
面
や
プ
リ
ン
ト
・

ア
ウ
ト
す
る
場
合
は
、
点
字
表
示
用
の
デ
ー
タ
、

『T
B
G
A
I
J
.
T
T
E

』
か
『T

G
G
A
I
J
.
T
T
E

』
を
登
録
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
：

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
漢
字
を
一
文
字
一
文
字
打

ち
込
む
時
、
点
字
の
パ
タ
ー
ン
を
表
示
す
る
時
、

大
変
重
宝
し
て
お
り
ま
す
。

ｂ
．T

E
N
J
T
E
X
T

を
お
分
け
し
ま
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
画
面
上
で
漢
点
字
の
パ

タ
ー
ン
を
調
べ
た
り
、
説
明
し
た
り
す
る
時
、
大

変
有
効
で
す
。

立
ち
上
げ
た
後
、
普
通
に
文
字
を
入
力
し
て
い
た

だ
け
ば
、
該
当
の
文
字
と
漢
点
字
符
号
が
、
画
面
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に
表

示
さ
れ
ま
す
。
晴
眼
者
の
方
が
、
漢
点
字
使
用

者
の
視
覚
障
害
者
に
、
漢
点
字
で
手
紙
を
書
く
時
な

ど
に
は
、
打
っ
て
付
け
で
す
。
そ
の
他
、
講
習
会
な

ど
で
、
漢
点
字
の
説
明
を
す
る
時
な
ど
、
多
方
面
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

ｃ
．
シ
リ
ア
ル
・
ポ
ー
ト
の
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
増

え
て
い
ま
す
。

昨
今
シ
リ
ア
ル
・
ポ
ー
ト
は
、
過
去
の
も
の
に
な
っ

て
来
ま
し
た
。
市
販
の
機
器
は
、
ほ
と
ん
ど
がＵ

Ｓ

Ｂ

ポ
ー
ト
に
接
続
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
ま

す
。

し
か
し
視
覚
障
害
者
の
使
用
す
る
機
器
は
、
ま
だ
シ

リ
ア
ル
・
ポ
ー
ト
に
接
続
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、Ｕ

Ｓ
Ｂ

ポ
ー
ト
を
、
シ
リ
ア
ル
・
ポ
ー
ト

と
し
て
使
用
で
き
る
変
換
器
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

品
番
：

U
S
B
-
R
S
A
Q
2

ア
イ
・
オ
ー
・
デ
ー
タ
社

Ｕ
Ｓ
Ｂ

ポ
ー
ト
に
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
差
し
、
「
新

し
い
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」
の
検
出
に
対
し
て
ド
ラ
イ

バ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
とC

o
m
1

～C
o
m
1
0

の
間

の
空
い
て
い
る
ポ
ー
ト
に
仮
想C

o
m

ポ
ー
ト
が
割

り
当
て
ら
れ
ま
す
。

割
り
当
て
ら
れ
た
ポ
ー
ト
は
、
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
（
種
類
別
に
表
示
）
のU

S
B
-
R
S
A
Q
2

の
項
に

表
示
さ
れ
ま
す
。

以
上
は
、E

I
B
R
K
W

が
対
応
し
て
い
る
ピ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
ブ
レ
イ
ル
・
ノ
ー
ト
、
ブ
レ
イ
ル
・
メ
モ
を
製
造
・

販
売
し
て
お
ら
れ
る
、
株
式
会
社
Ｋ
Ｇ
Ｓ
社
に
お
尋
ね
し

た
も
の
で
す
。

以
上
お
問
い
合
わ
せ
は
、

E
-
M
A
I
L
:
t
a
k
e
s
h
i
-
o
k
a
d
a
@
h
2
.
d
i
o
n
.
n
e
.
j
p

本
会
の
活
動
に
ご
意
見
・
ご
質
問
等
が
ご
さ
い
ま
し
た

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
u
k
a
n
o
k
a
i
-
h
p
.
h
p
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/

【
訂
正
と
お
詫
び
】

前
号
十
五
頁
「
漢
文
の
ペ
ー
ジ
」

下
段
を誤

→
不
レ

同
ゼ
ズ

、

正
→
不
レ

同
ゼ

、

誤
→
不
レ

和
ゼ
ズ

。

正
→
不
レ

和
ゼ

。

に
訂
正
し
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。
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尋
ヌ

胡
隠
君
ヲ

高
啓

こ

い

ん

く

ん

を

た

ず

ぬ

渡
リ

水
ヲ

復
タ

渡
リ

水
ヲ

レ

レ

看

花
ヲ

還
タ

看
ル

花
ヲ

レ

レ

春

風

江

上
ノ

路

不

覺
エ

到
ル

君
ガ

家
ニ

レ

二

一

水
を
渡
り
復
た
水
を
渡
り
／
花
を
看
還
た
花
を
看
る
／

ま

み

ま

春

風
江

上
の
路
／
覚
え
ず
君
が
家
に
到
る

し
ゅ
ん
ぷ
う
こ
う
じ
ょ
う

み
ち

小
川
を
あ
ち
ら
こ
ち
と
幾
た
び
か
渡
り
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
と
（
桃
や
す
も
も
の
）
花
を
眺
め
る
。
春
風
の
吹

く
川
の
ほ
と
り
を
歩
い
て
い
く
う
ち
に
、
知
ら
ぬ
間
に

あ
な
た
の
家
に
た
ど
り
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

胡
隠
君
＝
胡
は
姓
。「
隠
君
」
は
隠
者
に
同
じ
、
俗
世
間
と
交

際
を
絶
っ
て
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
人
。

※
王
維
（
お
う
い
）
は
盛
唐
の
詩
人
で
、
南
画
の
祖
、
書
に
も
す
ぐ

れ
る
。
高
啓
（
こ
う
け
い
）
は
明
代
第
一
の
詩
人
と
さ
れ
た
。

※
遠
藤
哲
夫
著
「
語
法
詳
解
漢
詩
」
（
旺
文
社
）
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

漢
文
の
ペ
ー
ジ

雑

詩

王
維

ざ

っ

し

君

自
リ

故

郷

來
タ
ル

二

一

應
ニ

知
ル

故

郷
ノ

事
ヲ

シ
レ

二

一

來

日

綺

窓
ノ

前

寒

梅

著
ケ
ン
ヤ

花
ヲ

未
ダ
シ
ヤ

レ

君
故
郷
自
り
来
た
る
／
応
に
故
郷
の
事
を
知
る
べ
し
／

よ

ま
さ

来
日
綺
窓
の
前
／
寒
梅
花
を
著
け
ん
や
未
だ
し
や

ら
い
じ
つ

き

そ

う

つ

い
ま

あ
な
た
は
故
郷
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
。
き
っ
と
故
郷

の
様
子
な
ど
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
が
出
発
な

さ
っ
た
日
に
、
あ
や
絹
を
張
っ
た
（
私
の
妻
の
部
屋

の
）
窓
の
あ
た
り
で
は
、
寒
梅
は
花
を
咲
か
せ
て
い
た

で
し
ょ
う
か
、
ま
だ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
（
梅
の
花

に
こ
と
よ
せ
て
、
故
郷
の
様
子
、
こ
と
に
妻
の
安
否
を

気
遣
っ
て
い
る
。
）



－ ２０ －

雑 詩 王維
君 自リ 故 郷 來タル

シ應ニ 知ル 故 郷

ノ 事ヲ

來 日綺 窓ノ 前

寒 梅 著ケシヤ 花ヲ 未

ダシヤ

渡リ 水ヲ 復タ 渡リ

水ヲ

看 花ヲ 還タ 看ル

花ヲ

春 風 江 上ノ 路

不 覺エ 到ル 君

ガ 家ニ















編集後記 三寒四温と言いますが、寒さと暖かさの繰り返しで流石に
．．．．

体がうまく適合せず、少々風邪気味です。(もう若くないとのシグナル？)
今猛威を振るっているインフルエンザではないのが幸いです。
周りに一週間ダウン「苦しかった・・・！」という人が沢山います。
皆様も体調にはくれぐれもお気をつけください。

表紙絵 岡 稲子
※本誌（活字版・テープ版・ディスク版）の無断転載はかたくお断りします。

次回の発行は平成15年4月15日です。宇田川 幸子

－ ２７

銀の鈴 金の鈴 ふり天上に

千 の 小 鳥 は 春 の 歌 う た う

九 条 武 子
く じ ょ う た け こ

二月に入ると急に光の量が増すように思います。 鳥たちは春の訪
れを気温ではなく光によって知るのだそうです。早朝、まだ眠りの中に
人々がいる頃、もう鳥たちは鳴き始めます。 小さな体全体で鳴くその
声は、春を告げる鈴のようだと作者は促えたのです。
金の鈴、銀の鈴ではなくて、銀の鈴金の鈴という並べ方にも一首の工

夫があります。 実際に千羽の小鳥の声ではなくても、歌の世界では少
し大袈裟に言うことがあります。 千という数字は非常に沢山のというこ
となのです。 千の小鳥が春の歌をうたうのは、もうすぐですね。

麦のくき 口にふくみて 吹きをれば

ふと鳴りいでし 心うれしさ

窪 田 空 穂
く ぼ た う つ ぼ

子供の頃には、誰でも木の葉や草を吹いて鳴らした思い出があるの
ではないでしょうか。最近は麦畑を見ることも少なくなりましたが、作者
は何気なく手折った麦の茎を吹いてみたのでしょう。 思いがけず澄ん
だ音をたてて鳴ったのです。 「あっ鳴った」と思った一瞬が読者に伝
わる一首です。 素直すぎるような表現で、心うれしさと詠んでいます。
のどかな春の道だったのでしょう。


